
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

中国地方のインフラ整備 



○ 高規格幹線道路の中国地方の整備率は約８割であり、山陰道については約４割の整備状況。（Ｈ２７．１月現在） 
○平成26年度は、山陰道は仁摩・温泉津道路（仁摩・石見銀山IC～湯里IC：約6km）、浜田・三隅道路（原井IC～ 
  西村IC：約8km）が開通予定。 
  また、中国横断自動車道尾道松江線（世羅IC～吉舎IC：約20km）、東広島・呉自動車道（黒瀬IC～馬木IC： 
   約9km）が全線開通予定。 
 

◇高規格幹線道路の整備状況 

【凡例】 
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【高規格幹線道路の整備状況】 
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【各県毎の高規格幹線道路の整備率】 
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資料/中国地方整備局（平成2７年１月末現在） 

※中国管内として算出 

※一般国道373号 志戸坂峠道路を含む。 

※島根県：益田道路L=2.8km（一般部） 
  は開通延長に含まない。 
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道の駅名 

防災機能整備済：１１駅 

【防災機能 整備事例】 

○ 非常用電源設備、貯水槽 

○ 非常用トイレ(簡易ﾃﾝﾄ、ﾏﾝﾎｰ
ﾙ） 

○道路防災情報 

提供設備 ○防災備蓄庫 

■災害発生時等の防災機能強化のため、中国地方管内の｢道の駅｣のうち、自治体の地域 
  防災計画へ避難場所として位置付けされた１１駅をモデルとして先行整備。 

○H26.10 ｢道の駅 ゆうひパーク浜田」防災訓練 

 道の駅スタッフ・浜田市・浜田市消防本部・ゆうひライン女性の会・直轄事務所 総勢４９名が参加 

ソレーネ周南 

初期消火訓練の状況 婦人会による炊出し訓練 

◇「道の駅」における防災機能強化 
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http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/10_michi/photo/michinoeki_logo.gif&imgrefurl=http://www.thr.mlit.go.jp/sanriku/10_iji/miyako/michi.html&h=89&w=90&sz=1&tbnid=arCRzOujw83SEM:&tbnh=77&tbnw=78&prev=/search?q%3D%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF&usg=__HSipxJhN-6gYBd49GurKZut-MjM=&sa=X&ei=bqsnTraqLomssAP12o2OCQ&ved=0CBoQ9QEwAg


◇沿岸部にある現有治水施設等の安全対策の推進 

岡山平野は江戸時代からの干拓等により形成された低平野であり、濃
尾平野に次ぐ日本第２位のゼロメートル地帯が広がっていることから、
地震により堤防等の液状化が発生し、河川を遡上した津波がはん濫し
た場合には、甚大な被害が発生するおそれがあります 
このため、吉井川、旭川、高梁川の国が管理する区間において、河川
管理施設の耐震性照査を実施し、河川堤防の耐震性が不足する区間の
堤防の液状化対策を実施しています。 

  対策事例：吉井川・旭川・高梁川における耐震対策 

地盤高：T.P. 

高
梁
川

高潮区間

児島湾

岡南大橋

旭川

高潮区間

吉井川

高
潮
区
間

高梁川 旭川 

吉井川 

凡  例 
－：対策済み 
－：未対策(一部対策済を含む) 

中国地方の山陽側沿岸部は、南海トラフ地震による「南
海トラフ地震防災対策推進地域」に指定されており、津
波の到達が予想されています。 
このため、山陽側の国管理河川において、津波等による
浸水被害の防止を図るために、堤防の液状化対策等の耐
震対策を推進します。 

盛土

粘性土

砂皪

砂質土（液状化層）

砂質土（液状化層）

sA

耐震対策イメージ 

鋼矢板 

鋼矢板 

川側 
居住地側 

施工状況（吉井川） 

水系名 要対策延長 対策済延長 整備率 水系名 要対策延長 対策済延長 整備率 

吉井川 5.3km 2.4km 45% 太田川 5.6km 0.0km 0% 

旭川 3.3km 1.8km 55% 小瀬川 1.6km 0.0km 0% 

高梁川 4.5km 3.0km 66% 佐波川 1.5km 0.3km 20% 

芦田川 0.8km 0.6km 75% 計 22.5km 8.0km 36% 

河川堤防の耐震対策状況（H27.3末見込み） 

H27.1時点 H27.1時点 

H27.1時点 

施工状況（高梁川） 

※要対策区間にはレベル１地震動に対する耐震対策済み区間は含まない 



◇港湾の耐震強化岸壁の整備状況 

○港湾背後地域が一定規模の人口を有している港湾 

○緊急物資の輸送等を海上輸送に依存せざるを得ない背後地域を有する港湾 

○離島航路が就航しており震災時にも離島航路の維持が必要な港湾  など 

 

耐震強化岸壁整備の対象港湾とは 

「港湾における大規模地震対策施設整備の基本方針（平成８年）」 

整備済（１５バース） 

整備中 （０バース） 

未整備 （１０バース） 

耐震強化岸壁整備率 
（H27.1月現在） 

未整備 

40.0％ 

整備済 
60.0％ 

整備中 

0.0％ 

③【西郷港】 
水深：7.5m 

延長：200m 

⑭【広島港】 
水深：12m 

延長：240m 

境港 

西郷 

鳥取 

浜田 

河下 

宇部 

三田尻中関 徳山下松 

岩国 

広島 

呉 

大
西 

尾道糸崎 
福山 

水島 

岡山 

宇野 

②【境港】 
水深：7.5m 

延長：130m 

⑤【浜田港】 
水深：7.5m 

延長：130m 

⑦【宇野港】 
水深：10m 

延長：280m 

⑥【岡山港】 
水深：5.5m 

延長：100m 

⑨【水島港】
水深：5m 

延長：120m 

⑧【水島港】 
水深：12m 

延長：240m 

⑩【福山港】 
水深：10m 

延長：170m 

⑪【大西港】
水深：4m 

延長：60m 

⑮【徳山下松港】
水深：10m 

延長：170m 

⑫【呉港】 
水深：7.5m 

延長：130m 

①【鳥取港】 
水深：7.5m 

延長：130m 
④【河下港】 
水深：7.5m 

延長：130m 

⑬【呉港】 
水深：5.5m 

延長：100m 

柳井 



◇港湾施設の耐震対策が効果を発揮 

出典：四国地方整備局「四国東南海・南海地震対策戦略会議」（第1回：平成23年6月9日）資料より 



＜南海トラフ地震防災対策推進地域＞ 

落橋防止装置（設置前） 落橋防止装置（対策後） 

橋脚巻立て（対策後） 

◇橋梁の震災対策（耐震補強）の現状と今後の方針 

大規模地震に対して、落橋等の甚大な被害を防止するため、橋長１５ｍ以上かつ２径間以上の橋梁に
ついて、緊急（優先）的に落橋防止等を実施。 

落橋・倒壊を防止 （H17～H19年度） 

現在は、大規模地震に対して橋梁の被害を限定的な損傷にとどめるため、現行の基準（道路橋示方
書）に対応する耐震補強を推進中。 

重大な損傷を防止 

中国地方整備局管内の直轄国道における対象橋梁は約４５０橋あり、南海トラフ地震防災対策推進地
域内の対策を優先するとともに、防災拠点間を結ぶルートの対策を推進。 

救急救命活動や復旧支援活動を支える緊急輸送道路としての機能を確保するために 



震災による被災箇所の復旧作業に応じた作業方法を検討することにより、早急な復旧が可能となった 

◇橋梁の耐震対策が効果を発揮 

出典：四国地方整備局「四国東南海・南海地震対策戦略会議」（第1回：平成23年6月9日）資料より 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau 

中国地方整備局の災害対応 



（図面：国土地理院） 

あさみなみ  やまもと 

安佐南区山本地区 

あさみなみ   や ぎ 

安佐南区八木地区 

 あさきた    か べひがし 

安佐北区可部東地区 

山陽自動車道 

 あさきた    かべちょう 

安佐北区可部町地区 

あさみなみ  みどりい 

安佐南区緑井地区 

➀8月19日夜から20日朝にかけての激しい雨により土石流:127渓流(テック･フォース調査)、がけ崩れ:59箇所(9/5時点)が発生。 
 直轄河川:2箇所、直轄道路(国道54号):2箇所が被災。死者数74名。 
➁河川、道路については直ちに緊急災害復旧に着手し、河川は26日完了、道路(国道54号)は21日までに早期啓開を完了。 

   ：土石流 
   ：がけ崩れ 
   ：直轄河川被災箇所 
   ：直轄道路被災箇所 

土石流(広島市安佐南区緑井八丁目) 

土石流による被害状況 

写真➁ 

太田川水系根谷川 
(広島市安佐北区可部) 

護岸崩落(4.2k右岸) 

写真➃ 

国道54号 
(広島市安佐北区大林三丁目) 

土砂流出による全面通行止め 

写真➂ 写真➀ 

土石流の状況(安佐南区八木３丁目) 

写真：国土地理院（H26.8.20撮影） 

佐伯区五日市町他 

安佐北区亀山他 

安佐南区伴東他 

安佐北区可部東他 

安佐南区緑井･八木 

安佐南区山本 

○：H11.6月豪雨の主な被災箇所 
○：H26.8月豪雨の主な被災箇所 

位置図 写真：Google 

呉市吉浦東町他 

◇平成26年8月豪雨（広島土砂災害）における対応状況（平成26年8月20日発生） 



一次 二次 計

A評価
緊急避難体制を確保するとともに緊
急的な対応が必要

70 7 77

B評価
当面は警戒避難体制を強化するもの
とし、状況確認の上で、必要に応じ対
応が必要

38 12 50

C評価
特に変化はなく緊急度は低いが、降
雨状況によっては注意するもの

75 122 197

合　計 183 141 324

広島市内土石流発生渓流等の
緊急渓流点検結果（一次･二次点検）：ﾃｯｸ･ﾌｫｰｽ調査

渓流数危険度
点検評価

評価の目安

注）一次点検結果：８月３０日公表
　　二次点検結果：９月３日公表

土砂災害に対する対応①（安全の確保と二次災害防止） 

テック･フォースによる 
消防局への助言 

写真➁ 

山頂付近を現地調査する 
テック･フォース隊員 

写真➀ 

写真➃ 

応急対策として 
渓流に設置した大型土のう 

広島市長へ土石流発生渓流等の 
緊急点検結果を報告 

写真➂ 

土石流発生直後 
（平成26年8月20日撮影） 

堰堤完成時 
（平成26年7月22日撮影） 

写真は完成直前 

砂防堰堤縦断図 

計画捕捉土砂量 2,300m3 

今回捕捉した土砂量 870m3 

砂防堰堤の事例（安佐南区大町） 

写真⑤ 写真➅ 

➀直ちにテック･フォースが全国から参集。人家周辺から山頂付近まで、被災状況を迅速に調査。 
➁専門知識を活かし自衛隊、消防、警察が行う捜索活動の安全確保等に関する技術的助言を実施。 
➂324渓流の調査結果（危険度評価）を公表。市長が避難勧告等の取扱い決定材料として活用。 
➃大型土のうの設置等、応急対策を進めると共に、「広島豪雨土砂災害対策推進室」を設置し、２４渓流において砂防堰堤等の緊急事業に着
手(9/19)。それ以外の渓流についても、広島県と連携し早急に対応方針の検討を進める。 



緑井 八木 

土砂災害に対する対応➁-1（生活復旧･再建に向けた土砂撤去等） 

※全延長は、応急復旧計画（9月5日策定）の計画延長。 
  土砂撤去延長は、国交省及び住民･ボランティアなどにより土砂撤去がなされた延長。 

＜累計表＞ 
・道路等の土砂撤去延長：19,090ｍ（全延長19,090m） 
・八木用水の土砂撤去延長：2,350ｍ（全延長2,350ｍ） 
・投入機械（バックホウ）：延べ1,585台 
・投入機械（ダンプトラック）：延べ2,988台 

➀堆積土砂、車両等が捜索活動や市民生活の大きな支障。住民、ボランティア、捜索機関、市等と連携しながら撤去を実施し、 
 9月20日までに概成、引き継ぎ。 
  道 路 等：8月24日可部東地区および、8月23日緑井･八木地区で特に被害甚大で撤去の進んでいない地区中心に着手。 
       9月20日までに概成、広島市等へ引き継ぎ。 
  八木用水：8月25日着手、9月3日概成し9月12日引き継ぎ。沢水による湛水被害の緩和に大きく寄与。 
➁テック･フォース延べ740人、建設会社40社・延べ5,648人を投入。 
③今後も被災地の生活再建に向け、市街地の防災性向上やインフラの早期復旧に関する支援を実施。 

緑井 八木

国土交通省実施エリア

広島市 実施エリア

凡例

国交省(八木用水)実施

写真➄ 

撤去中 

撤去中（夜間作業状況） 

写真⑤ 

住民と調整しながらの土砂撤去 

写真➀ 

関係機関との調整しながらの土砂撤去 

写真④ 

建設会社と調整しながらの土砂撤去 

写真③ 

昼夜を徹しての土砂撤去 

写真② 

下図：「国土地理院」電子国土 



土砂災害に対する対応➁-2（生活復旧･再建に向けた土砂撤去等） 

＜道路の土砂撤去状況【安佐南区八木３丁目】＞ 

＜八木用水の土砂撤去状況【安佐南区八木３丁目】＞ 

撤去前 

写真➃ 

撤去後 

写真➅ 

撤去中（夜間作業） 

写真➄ 

撤去後 

写真➂ 

撤去中 

写真➁ 

撤去前 

写真➀ 



北陸地整

147 中部地整

230

近畿地整

112

中国地整

1,290

四国地整

208

九州地整

329

国総研等

115

延べ

2,431人
(8/20～9/23)

気象変動による豪雨の局地化、災害の激甚化に対応する 

 テック・フォース（緊急災害対策派遣隊）活動の新たな展開 

排水ポンプ車による排水作業 
（安佐南区八木地区） 

災害対策用ヘリコプター 
による調査 

写真➀ 写真➁ 

被災状況の調査（河川班） 
【8/28広島市に成果引渡】 

被災状況の調査（砂防班） 
【8/30広島県、広島市に成果引渡】 

写真⑦ 

被災状況の調査（道路班） 
【8/28広島市に成果引渡】 

捜索活動の安全確保・二次災害防止の助言 

捜索活動関係者への助言（高度技術指導班） 

土砂撤去を迅速に実施するための調整 

地域の方とのコミュニケーション（土砂撤去班） 

写真➂ 写真➃ 

写真➅ 

➀中国地方整備局を含む六つの整備局、国総研、土研の専門家が参集、延べ2,431人が活動。 
➁土砂災害や河川・道路被災状況の調査、排水作業等、幅広くきめ細やかな活動を展開。 
➂特に今回の活動では、下記の新たな展開について、地域から一定の評価。 
 ア）捜索活動の安全確保や二次災害防止に関する技術的助言 
 イ）市街地における土砂の緊急撤去（住民、ボランティア、捜索機関等とのコミュニケーション） 

写真⑤ 

太田大臣から 
テック・フォース隊員への訓示 

写真⑧ 

H26.8広島豪雨災害における 
テック・フォース派遣者数 

(リエゾン等含む) 

総理大臣から 
テック・フォース隊員への激励 

写真⑨ 

グラフ➀ 



砂防堰堤等の緊急事業の状況 

①被災が著しい渓流や緊急点検の結果を踏まえ、緊急的な対応が必要な５７箇所から砂防堰堤等の緊急事業に着手（9/19)。 
②国土交通省では推進体制強化のため、太田川河川事務所内に「広島豪雨土砂災害対策推進室」、現地に「広島豪雨土砂災害対策現地推進 
 室」を開設（9/19）。 
③１２月２日砂防堰堤等の施設整備計画を公表。（国土交通省３０箇所、農水省１０箇所、広島県４１箇所、広島市１７箇所） 

土砂災害対応の体制整備（H26.9.19） 砂防堰堤等の施設整備計画 

広島豪雨土砂災害対策現地推進室 
(高瀬分室内(広島市安佐南区八木)に開設) 

写真➀ 

施設整備計画箇所図 

区分 箇所数 

国土交通省● ２４ 

農林水産省● １０ 

広島県  ● ２３ 
広島豪雨土砂災害 
対策現地推進室 

写真② 

工事業者との打合せ状況 

砂防堰堤等の施設整備計画（H26.12.2）
（箇所数）

緊急事業
緊急事業

以外
合計

国土交通省 ● 24 6 30

農林水産省 ●▲ 10 0 10

広島県 ●●▲▲ 23 18 41

広島市 ●▲ 0 17 17

電力事業者 ● 0 1 1

57 42 99合計
注）国土交通省の緊急事業以外 ６箇所（　 ）は、広島県が国土交通省へ

　　新規着手を要望している箇所

広島豪雨土砂災害 
対策現地推進室 

凡  例 

渓流 がけ地 

● 国土交通省(砂防) ▲ 農林水産省(治山) 

● 農林水産省(治山) ▲ 広島県(砂防) 

● 広島県(砂防) ▲ 広島県(治山) 

● 広島県(治山) ▲ 広島市 

● 広島市 

● 電力事業者 

凡 例

渓流 がけ地

● 国土交通省(砂防) ▲ 農林水産省(治山)

● 農林水産省(治山) ▲ 広島県(砂防)

● 広島県(砂防) ▲ 広島県(治山)

● 広島県(治山) ▲ 広島市

● 広島市

● 電力事業者



砂防堰堤等の緊急事業の状況 

➀国土交通省と広島市合同で｢砂防堰堤の施設配置計画(案)｣と｢復興まちづくりビジョン案(第１版)｣に関する地元説明会を実施（11/28～）。 
②砂防堰堤完成までの応急対策として、強靱ワイヤーネット工を施工中（2/3現在で14箇所完成）。 
➂強靱ワイヤーネット工が完成した渓流において、完成地元説明会を実施（10/31～）。 
➃砂防堰堤工事に使用する３地区(八木､緑井､可部東)の進入路整備工事を発注。借地契約等が整い次第工事着手（2/3現在で１箇所着手）。 

砂防堰堤の施設配置計画(案）地元説明会 

強靱ワイヤーネット工 
完成に伴う地元説明会 

砂防堰堤の施設配置計画（案） 

広島豪雨土砂災害 
対策現地推進室 

写真➁-1 

進入路整備工事の施工状況 

強靱ワイヤーネット工施工状況 

強靱ワイヤーネット工施行状況（削孔） 

強靱ワイヤーネット工完成 

写真②-2 

写真➀ 

写真➂ 

地元説明状況 

進入路整備工事に伴う 
合同現地調査 

写真⑤ 写真⑥ 

広島市との合同現地調査 施工業者との合同現地調査 

写真➃ 



・平成26年12月5日 12時20分 国道54号（95km付近） 大型車スタック発生（ノーマルタイヤ） 
・同日、14時20分に国道54号を通行止めにするとともに、道路管理者による車両移動等の措置を行うため、災対法第76条の6による 
道路区間の指定（広島県三次市下布野～島根県飯南町上赤名）を実施。 
・中国地方で初の災対法適用によるスタック車両の移動、滞留車両の排除を行い、交通を開放。 

スタック車両の牽引状況 スタック車両による滞留状況 

【概要】 

場     所：国道54号島根島根県飯石郡飯南町上赤名 

スタック車両：大型車３台（ノーマルタイヤ装着） 

滞 留 車 両：約60台（島根側約30台 広島側約30台） 

出典：電子国土 

国道54号 

位置図 
雪害対応箇所 

◇国道54号（島根県飯石郡飯南町上赤名）雪害対応の概要（平成26年12月5日発生） 



◆発生状況 
 平成26年12月29日に山口県長門市の農場から死亡鶏が増加したため、農場職員が簡易検査を実 施したところ陽性を確認。当該農場から西部家畜保健
衛生所に死亡鶏が増加した旨通報。家畜保健衛生所による簡易検査実施により陽性を確認（12/29 17:30）。殺処分（12/30 23:50終了）、搬出制限
（1/16終了）、移動制限（1/23終了）、消毒等防疫処置、車両消毒ポイント(1/23終了)を設置。 

◆対応状況 
平成26年12月29日  
・簡易検査により陽性を確認（本省 災対室より情報あり） 
・中国地整災対本部警戒体制 
・中国地方整備局 本部長指示発出（関係自治体へのリエゾン派遣、自治体支援に関する相談窓口 
 として支援連絡室を設置、道路における車両消毒への協力、十分安全確保のもと感染拡大防止を 
 最優先し適切な情報管理に努める、関係機関との情報共有・連絡体制の構築） 
・山口県、長門市へリエゾン各2名を派遣 
・照明車5台 派遣 
・岡山県建設業協会及び広島県建設工業協会へ協力要請            

12月30日 
・照明車1台、散水車1台、排水管清掃車4台 追加派遣 
・消毒ポイントでの照明作業、給水作業を開始 
・殺処分終了 
・散水車1台、排水管清掃車4台 帰還 
12月31日 
・照明車6台、リエゾンが帰還したため、注意体制へ移行 
1月23日 
・山口県が移動制限区域(3km)を解除し、 
 終息を宣言したため、注意体制を解除 

◇山口県長門市における鳥インフルエンザ発生を受けた対応状況（平成26年12月29日発生） 

 ■消毒ポイント及び派遣機械位置 

消毒作業に使用する水の給水支援（12/30） 

行  先 派遣元 派遣期間 

山口県庁 山口河川国道事務所 12/29～12/31 

長門市 山口河川国道事務所 12/29～12/31 

 ■リエゾン派遣一覧 



◇岡山県笠岡市における鳥インフルエンザ発生を受けた対応状況（平成27年1月15日発生） 

◆発生状況 
 平成27年1月15日に農場主から井笠家畜保健衛生所に死亡する鶏が多いとの連絡が入り、岡山家畜保健衛生所において遺伝子検査等が行われ｢H5N亜
型」と判明（1/15 23:05）。移動制限、殺処分（1/19終了）、消毒等防疫処置、車両消毒ポイントを設置。全ての防疫活動を2月14日0時に終了。 

◆対応状況 
平成27年1月15日  
・簡易検査により陽性を確認（農林水産省公表、中四国農政局より事前情報あり） 
・中国地整災対本部警戒体制 
・中国地方整備局 本部長指示発出（関係自治体へのリエゾン派遣、自治体支援に関する相談窓口 
 として支援連絡室を設置、道路における車両消毒への協力、十分安全確保のもと感染拡大防止を 
 最優先し適切な情報管理に努める、関係機関との情報共有・連絡体制の構築） 
・岡山県、笠岡市、広島県へリエゾン各2名を派遣 
・照明車5台、散水車1台、排水管清掃車1台、機械随行職員2名を派遣 
・岡山県建設業協会及び広島県建設工業協会へ協力要請            

1月16日 

・福山市へリエゾン2名を派遣 
・照明車2台追加派遣、排水管清掃車1台追加派遣 
・殺処分箇所での照明作業、給水作業を開始 
1月20日 
・待機支援車追加派遣 
1月23日 
・農場の防疫作業が完了しリエゾン、照明車、待機支援車、 
 機械随行職員が帰還したため、注意体制へ移行 
1月27日 
・最後まで派遣されていた散水車が帰還 

 ■消毒ポイント及び派遣機械位置  H27.1.21 10時現在 

 道の駅に前進待機する災対機械（1/15） 

 養鶏場で支援を行う照明車(1/20) 消毒作業に使用する水の給水支援（1/16） 

国道2号特車取り締まり基地状況
（1/16） 

行  先 派遣元 派遣期間 

岡山県庁※→ 

備中県民局 

岡山国道事務所 1/15～1/23 

笠岡市※ 岡山河川事務所 1/15～1/19 

広島県庁※ 本局 1/15～1/16 

福山市※ 福山河川国道事務所 1/16 

 ■リエゾン派遣一覧 

 ■消毒ポイント及び派遣機械位置  H27.1.21 12時現在 

 ※印についてはリエゾン帰還後も、連絡体制継続中 



◇島根県沖浮流油の発生を受けた対応状況（平成27年1月5日発生） 

◆発生状況 
 平成27年1月3日、浮流油が山口県萩市沖で発見され、巡視船艇により防除作業を実施。 
   1月6日浜田市生湯港の西（沖のとおしま）に漂着。また、生湯港から下府川河口にかけて 
   付近沿岸にも漂着。 

◆対応状況 
 平成27年 1月 5日  中国地整災対本部警戒体制 
      九州地整に大型油回収船「海翔丸」出動要請 
 1月 6日  島根県庁、浜田海上保安部にリエゾン派遣 
      海翔丸島根県浜田市沖で油回収作業 
 1月 7日  上空及び海上からの調査により油が無いことを確認 
 1月 8日  浜田地区流出油等事故対策本部が唐鐘漁港海岸の漂着油回収作業を防除
      措置専門家(海保)のアドバイスに基づき実施 
      注意体制移行（海翔丸帰還） 
 1月12日 唐鐘漁港海岸及び生湯海岸で清掃ボランティア活動 
 1月13日 注意体制解除（新たな漂着が確認されないため） 

1/4 15:50 
浮流油視認 

1/6 11:50 
沖の遠島沿岸漂着確認 

漂着確認状況 

1/7 10:55 
下府川河口 
少量の油確認 

ヘリ確認 

1/7 上空調査では洋上を 
   広範囲確認したところ 
   油は確認されない 
  （海保航空機、県防災ヘリ） 

浜田河川国道職員等による国府海岸での清
掃ボランティア活動 

海翔丸（九州地整）による油回収作業 

※大型油回収船は全国に３船、北陸、 
  中部、九州に配備 
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●災害対策基本法の一部を改正する法律

大規模災害時において直ちに道路啓開を進め、緊急車両の通行ルートを迅
速に確保するため、道路管理者による放置車両対策の強化に係る所要の措置
を講ずる。

・首都直下地震など大規模地震や大雪等の災害時には、被災地や被災地に向
かう道路上に大量の放置車両や立ち往生車両が発生し、消防や救助活動、
緊急物資輸送などの災害応急対策、除雪作業に支障が生ずるおそれ。

改正の背景改正の背景

法律の概要法律の概要

車両移動のための具体的方策
（例：ホイールローダーによる移動）

被災地

被災地へアクセスする道路に
ついても、緊急通行車両の通
行のため、 緊急に啓開が必要

緊急車両の通行を確保する緊急の必要が
ある場合、道路管理者は、区間を指定し
て以下を実施。

・緊急車両の妨げとなる車両の運転者等
に対して移動を命令

・運転者の不在時等は、道路管理者自ら
車両を移動

（その際、やむを得ない限度での破損を
容認し、併せて損失補償規定を整備）

※ ホイールローダー等による車両移動

２ 土地の一時使用等

１の措置のためやむを得ない必要がある時、
道路管理者は、他人の土地の一時使用、
竹木その他の障害物の処分が可能。

※ 沿道での車両保管場所確保等

３ 関係機関、道路管理者間の連携･調整

・都道府県公安委員会は、道路管理者に対し、
１の措置の要請が可能

・国土交通大臣は、地方公共団体に対し、１の措置について指示が可能
（都道府県知事は、市町村に対し指示が可能）

※ 高速道路については、高速道路機構及び高速道路会社が連携して対応

１ 緊急車両の通行ルート確保のための
放置車両対策（災害応急措置として創設）

・一方、道路法に基づく放置車両
対策は、非常時の対応としては
制約があるため、緊急時の災害
応急措置として、災害対策基本
法に明確に位置づける必要。

（首都直下地震における八方向作戦の例）
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体
が

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

を
策

定

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

を
活

用
し

た
防

災
訓

練
を

合
同

で
実

施
し

、

各
主

体
間

の
情

報
や

対
応

を
共

有

実
践

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

を
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

と
し

て
、

対
応

行
動

を
実

行

連
携

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

に
基

づ
き

各
主

体
の

連
携

を
図

り
、

防
災

・
減

災
効

果
を

増
大

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

で
策

定
し

た

自
ら

行
う

べ
き

防
災

対
応

を
確

認

各
主

体
で

の
検

証
に

基
づ

き
、

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

を
見

直
し

・
修

正

検
証

各
主

体
で

防
災

対
応

を
事

後
に

検
証

・
協

議
を

実
施

し
、

対
応

や
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
（

防
災

行
動

計
画

）
の

課
題

等
を

抽
出

平 時 対 応 事 後大 規 模 水 災 害 発 生 （ 警 戒 ） 時

大
規

模
水

災
害

に
備

え
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

の
策

定
に

向
け

て

事
前

に
協

議
し

た
対

応
を

発
災

時
に

活
用

事
前

に
協

議
し

た
対

応
を

発
災

時
に

活
用

住
民

、
企

業
、

自
治

体
、

政
府

等
の

全
て

の
主

体
が

、
事

前
に

協
議

し
策

定
し

た

時
間

軸
を

あ
わ

せ
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
防

災
行

動
計

画
）

に
沿

っ
て

対
応

を
！

！

ゼ
ロ

メ
ー

ト
ル

地
帯

を
抱

え
る

大
都

市
圏

の
災

害
脆

弱
性

の
増

大

東
京

湾
岸

の
高

潮
に

よ
る

浸
水

（
想

定
）

荒
川

堤
防

決
壊

に
よ

る
洪

水
氾

濫
（

想
定

）

近
年

の
水

災
害

の
激

化
・

頻
発

化

平
成

１
２

年
９

月
の

東
海

豪
雨

（
名

古
屋

市
）

平
成

２
５

年
８

月
の

台
風

１
８

号
（

京
都

市
）

　
近

年
、

気
候

変
動

等
の

影
響

で
日

本
全

国
で

水
災

害
が

激
化

・
頻

発
化

し
て

い
る

と
と

も
に

、
大

都
市

に
お

け
る

地
下

空
間

の
拡

大
等

、
都

市
構

造
の

大
き

な
変

化
や

ゼ
ロ

メ
ー

ル
地

帯
へ

の
人

口
・

産
業

の
集

積
化

等
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

大
都

市
を

は
じ

め
と

す
る

全
国

各
地

で
、

大
規

模
水

災
害

が
発

生
す

る
可

能
性

が
高

ま
っ

て
い

ま
す

。

　
今

後
、

大
規

模
水

災
害

が
発

生
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

平
常

時
か

ら
地

方
自

治
体

や
関

係
機

関
等

が
共

通
の

時
間

軸
（

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

）
に

沿
っ

た
具

体
的

な
対

応
を

協
議

し
、

防
災

行
動

計
画

を
策

定
し

、
災

害
時

に
は

そ
れ

を
実

践
し

て
い

く
こ

と
が

極
め

て
重

要
と

な
り

ま
す

。

大
規

模
水

災
害

発
生

リ
ス

ク
の

増
加

大
規

模
水

災
害

発
生

リ
ス

ク
の

増
加

大
規

模
水

災
害

の
発

生
対

応
の

遅
れ

被
害

の

拡
大

復
旧

の

長
期

化
発

災
後

か
ら

の
対

応

大
規

模
風

水
害

の
発

生
事

前
の

準

備
・

対
応

迅
速

な

対
応

被
害

の

最
小

化

復
旧

の

短
期

化
発

災
前

か
ら

の
対

応

発
災

後
の

対
応

だ
け

で
は

な
く

、
発

災
前

の
対

応
が

鍵
 

時
間

ス
パ

イ
ラ

ル



※
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
に

関
わ

る
関

係
機

関
、

防
災

行
動

は
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
が

、
本

イ
メ

ー
ジ

図
は

国
土

交
通

省
の

対
応

や
広

域
避

難
と

交
通

サ
ー

ビ
ス

に
着

目
し

て
整

理
し

た
も

の
で

あ
り

、
時

間
軸

の
設

定
、

対
応

の

　
実

施
な

ど
に

あ
た

っ
て

は
、

今
後

の
検

討
、

調
整

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、

赤
字

は
特

に
対

応
強

化
の

必
要

と
考

え
ら

れ
る

項
目

で
す

。

台
風

台
風

の
発

生
台
風

の
発

生

台
風

の
上

陸
の

可
能

性
台
風

の
上

陸
の

可
能

性

台
風

の
接

近
台
風

の
接

近

台
風

の
上

陸
台
風

の
上

陸

住
民

○
自
宅
保
全

○
防
災
グ
ッ
ズ
準
備

○
広
域
避
難
開
始

○
要
配
慮
者
避
難
開
始

○
広
域
避
難
完
了

○
避
難
開
始

○
避
難
完
了

○
最
終
的
な
危
険
回
避
行
動

○
避
難
継
続
／
帰
宅

○
避
難
終
了

広
域
避
難
に
要
す
る

リ
ー
ド
タ
イ
ム

広
域
避
難
に
要
す
る

リ
ー
ド
タ
イ
ム

○
水
防
活
動
の
実
施市
町

村

○
広
域
避
難
の
体
制
確
認
・
調
整

○
避
難
方
針
の
発
表

○
避
難
所
の
開
設

○
避
難
指
示
・
勧
告
の
発
表

○
広
域
避
難
者
の
誘
導
・
受
入

○
リ
エ
ゾ
ン
・

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
受
入

○
水
防
団
の
待
機

○
避
難
所
の
運
営

○
支
援
の
要
請

○
水
防
活
動
一
部
終
了

○
水
防
活
動
全
体
終
了

○
避
難
指
示
・
勧
告
の
継
続
／

　
一
部
解
除

○
河
川
・
海
岸
・
道
路
の
巡
視

○
避
難
遅
延
者
の
対
応
準
備

○
避
難
遅
延
者
の
対
応

○
警
察
・
消
防
・
消
防
団
（
水
防
団
）
等
の

　
避
難
支
援
者
の
危
険
個
所
か
ら
の
退
避

○
運
行
停
止
手
順
の
確
認

交
通

サ
ー

ビ
ス

○
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
行
停
止
予
告

○
運
行
見
通
し
の
公
表

○
運
行
見
通
し
の
公
表

○
被
害
状
況
の
把
握
・
施
設
点
検

○
排
水
開
始

○
排
水
全
体
終
了

○
運
行
全
体
再
開

○
運
行
状
況
の
公
表

○
排
水
一
部
終
了

○
運
行
一
部
再
開

○
施
設
浸
水
防
止
対
策
の
実
施

○
運
行
停
止
手
順
の
公
表

○
運
行
停
止
準
備
の
開
始

○
運
行
停
止

○
施
設
保
全
・
退
避
終
了

○
災
害
対
策
本
部
の
設
置

○
連
絡
体
制
・
通
信
シ
ス
テ
ム
の
確
認

○
リ
エ
ゾ
ン
・

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
体
制
確
認
・
待
機

○
協
力
機
関
の
体
制
確
認

○
施
設
（
ダ
ム
・
水
門
・
排
水
機
場
等
）
の
操
作
確
認

○
資
機
材
の
調
達
（
災
害
協
力
建
設
業
者
等
）

○
緊
急
避
難
路
の
指
示
・
発
動

○
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
事
前
対
応
計
画
の
発
動
確
認

○
ダ
ム
事
前
放
流
の
指
示
・
確
認

○
船
舶
へ
の
避
難
に
関
す
る
勧
告
等

○
入
港
の
制
限
、
停
泊
中
船
舶
の
移
動
命
令
等
の
規
制

○
船
舶
等
に
対
す
る
警
報
等
の
伝
達
・
周
知

○
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
・

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
出
動

　（
被
害
状
況
調
査
の
支
援
）

○
被
害
状
況
の
把
握
・
施
設
等
点
検
の
実
施

○
調
査
・
点
検
結
果
、
通
行
規
制
状
況
の
公
表

○
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
出
動
（
早
期
復
旧
の
支
援
）

○
緊
急
輸
送
路
・
輸
送
船
（
救
助
、
物
資
輸
送
等
）
の
確
保

○
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
行
状
況
の
把
握
・
公
表

○
被
災
宅
地
の
危
険
度
判
定

○
応
急
仮
設
住
宅
の
供
給

○
河
川
・
海
岸
・
道
路
・
砂
防
等
の
巡
視

○
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
監
視
の
強
化

○
道
路
通
行
規
制
（
強
風
等
に
よ
る
規
制
）
の
実
施

○
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
出
動
（
被
害
拡
大
防
止
の
支
援
）

○
市
町
村
長
へ
事
態
逼
迫
状
況
の
伝
達

○
施
設
操
作
員
の
危
険
箇
所

　
か
ら
の
退
避

○
救
助
・
救
急
活
動
の
実
施

○
通
信
の
確
保

○
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
活
動
（
道
路
啓
開
）

○
JM

A
－

M
O
T
の
活
動
（
気
象
機
動
調
査
の
実
施
）

○
リ
エ
ゾ
ン
・

Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
帰
還

○
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
活
動
（
排
水
）

○
台
風
予
報

○
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報

○
大
雨
・
暴
風
・
高
潮
・
波
浪

　
特
別
警
報

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

○
は
ん
濫
発
生
情
報

　（
は
ん
濫
水
の
予
測
）

○
警
報
の
継
続

/
解
除

○
は
ん
濫
危
険
情
報

　（
は
ん
濫
危
険
水
位
）

○
は
ん
濫
警
戒
情
報

　（
は
ん
濫
警
戒
水
位
）

○
台
風
に
関
す
る
記
者
会
見

○
台
風
に
関
す
る
記
者
会
見

○
台
風
に
関
す
る
記
者
会
見

　（
特
別
警
報
発
表
の
可
能
性
）

国
土

交
通

省

0
h
r

+
3
h
r

+
1
2
h
r

+
7
2
h
r

-
3
h
r

-
6
h
r

-
9
h
r

-
1
2
h
r

-
1
8
h
r

-
2
4
h
r

-
3
6
h
r

-
4
8
h
r

-
7
2
h
r

-
9
6
h
r

-
1
2
0
h
r

時
間

広
域

避
難

の
可

能

性
を

早
め

に
周

知
　

p
o
in
t

！

運
行

停
止

の
可

能

性
を

早
め

に
周

知
　

p
o
in
t

！ 事
前

の
協

定
に

基
づ

き
、

緊
急

避
難

路
・

運
行

停
止

　
p
o
in
t

！

○
警
察

消
防

消
防

団

了
　

　
浸

水
し

て
も

早
期

復
旧

・
再

　
　

開
が

可
能

な
よ

う
に

運
行

停
　

　
止

、
施

設
の

保
全

・
退

避
　

p
o
in
t

！

○

救
助

・
物

資
輸

送

の
早

期
展

開
　

p
o
in
t

！

災
害

対
応

体
制

を
早

期
構

築
し

、
要

員
・

資
機

材
を

配
備

p
o
in
t

！

迅
速

な
災

害
対

応

支
援

の
実

施
　

p
o
in
t

！

広
域
避
難
開
始

早
期

に
広

域
避

難

を
開

始
　

p
o
in
t

！

避
難
完
了

台
風

上
陸

前
に

避
難

を
完

了
　

p
o
in
t

！

高
波

高
波

強
風

強
風

大
雨

大
雨

暴
風

暴
風

高
潮

高
潮

洪
水

洪
水

土
砂

災
害

土
砂

災
害

大
規

模
水

災
害

の
発

生
大

規
模

水
災

害
の

発
生

起
こ

り
得

る

自
然

現
象

起
こ

り
得

る

自
然

現
象

大
規
模
水
災
害
に
関
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
の
流
れ
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